
広がる地域の輪
～おらほの地域はおらほでつくる～
地域住民が中心となった地域づくりが進んでいます

　
地
域
の
舵
取
り
役
と
し
て
事
業
の
運

営
な
ど
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
施

設
。
以
前
は
町
が
運
営
す
る
公
民
館
で

し
た
が
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

今
後
更
に
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
真
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
続
け

る
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
移

行
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
よ
り
余
目

第
一
～
第
三
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
余
目
第
四
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は

平
成
29
年
度
か
ら
）
、
狩
川
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
が
、
令
和
６
年
度
よ
り
清

川
、
立
谷
沢
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
各
学

区
・
地
区
の
地
域
運
営
組
織
が
そ
の
運

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。
公
民
館
は
営
利

活
動
な
ど
に
対
す
る
利
用
制
限
が
あ
り

ま
し
た
が
、
コ
ミ
セ
ン
化
に
よ
っ
て
地

域
課
題
へ
の
対
応
や
、
幅
広
い
活
動
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
学
区
・
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
住
民
が
中

心
と
な
り
、
住
民
主
体
で
地
域
の
活
性
化

や
地
域
福
祉
の
充
実
、
地
域
の
困
り
ご
と

な
ど
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
中
か
ら
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。
人
々
が
一
堂
に
集

い
、
楽
し
く
学
び
、
縁
を
結
ぶ
、
学
び
と

地
域
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
は

余目第一まちづくりセンター
運営組織：1

いちはち

8ネットワーク
余目第三まちづくりセンター
運営組織：菁莪のまちづくり運営協議会

余目第二まちづくりセンター
運営組織：第二学区まちづくり振興協議会

余目第四まちづくりセンター
運営組織：和合の里を創る会

事務局長　河村清男さん事務局長　阿部政樹さん 事務局長　小林重和さん支配人　髙橋逸夫さん

イチオシ！事業イチオシ！事業 イチオシ！事業イチオシ！事業

　18交流レク大会で様々な年代の
住民が集い地域コミュニティの醸
成を図ることができました。
　今後、地域コミュニティ化を進
めて行くうえで、協力者（担い

手）の世代交代が課題です。担い手育成のため地
域との関わりを持って事業を進める舵取り役のリ
ーダーシップが必要です。

　事務局長２年目となりました。「菁
莪」は歴史があり、人を思いやる人材
が豊富なため「俊才」を生みやすいも
のと思います。地域づくりは人づく
り、自らの地域は自ら行動を起こし

実践する。そのような人材を育成したいです。地域の
みなさんが気軽に参加できる事業を開催し、地域コミ
ュニティを強く形成できるように努力していきます。

　「創造の館」として特色のある
施設機能を活かした創作活動、社
会教育および生涯学習の拠点とし
て事業や活動を継承し、地域の茶
の間として気軽に立ち寄られるよ

うな雰囲気作りに努め、施設運営をスタッフ全員、
全力で取り組んでいます。

　地域づくりは、地域のみなさん
が主人公です。事業に必要な情報
を調査し提供します。
　生涯学習事業は、参加されたみ
なさんが①トクする。②タメにな

る。③楽しめる。を探求し、また参加したくなる
事業を追求します。

　令和４年５月に行ったまちづくり住民アンケー
トでは「運動会・レク大会」が重要度、満足度と
もに低い結果でしたが「交流の場として半日位な
ら運動会をやってもいいのではないか」との意見、
要望などをいただきました。
　集落対抗も残しながらレクリエーション主体の
種目を取り入れて出場要件を緩和し、みんなが参
加しやすい大会になるよう工夫。小学生から「僕
が中学生になったらお兄ちゃんたちのように、18
交流レク大会に協力したい」、集落からは「レク
大会はやって良かった。反省会も楽しかった」と
感想をいただきました。
　今後も地域のみなさんのご意見を大切にしなが
ら運営していきます。

　第二学区の基本目標「みんな活き活き笑顔あふ
れる創造と思いやりの地域づくり」の実現に向け
て、冬企画「ホットでほっとな冬あそび」、夏企
画「WAになっておどろう！～第二まちセン夏ま
つり～」を開催しました。コンセプトは「地域の
結びつきや老若男女が皆で楽しめる世代交流の
場」とし、誰でも気軽に参加したくなる魅力的な
活動の取組みとして位置づけ、楽しさと地域の賑
わいに特化した事業として展開しました。夏まつ
りの盆踊りは、小学生から高齢者まで、会場に組
まれた太鼓櫓を囲んで、輪になり踊り大盛況とな
りました。次回の開催を楽しみにしてるとの声も
多く、第二学区の名物として定着させると共に事
業の拡大を図りたいです。

　和合の里を創る会には、５つの部会があり、そ
れぞれ目標を掲げ活動をしています。
①ひとり一人が地域に愛着の持てる和合の里
・和合の里新春懇談会・地域情報誌｢和合｣の発行
・広域避難所の設置運営、訓練および研修会の実施
・自治会などリーダー研修会
②地域の支え合いで楽しく暮らす和合の里
・便利屋｢わごう｣・クリーンデイの実施
・移動支援車「和合号」の運行
③地域資源を活かしてみんながうるおう和合の里
・阿部亀治記念和合の里フォトコンテスト
・亀治の背負いあげの会・由右ェ門ほうきづくり
④みんながつながる交流の場をつくります
・和合の里運動会・和合の里秋まつり
・和合の里グラウンドゴルフ大会
⑤子どもから高齢者まで共に学ぶ和合の里
・あいさつ声掛け運動の推進
・地域啓発標語の募集・和合の里合同七つ祝い
・和合大学院「悠遊塾」・和合歴史民俗塾
・放課後子ども教室｢わごうの広場｣
・和合の里あるき健康ウォーキング2024

おらほのおらほの おらほのおらほの

第二まちセン夏まつり防災研修会 18交流レク大会

特集

　「地域ビジョン」の進行状況について報告します。
　自治産業部会は「未来へつなぐ安心・安全な菁莪
の地」と題し、地域交流、防災、地域イベントなどを
開催します。８月には防災研修会を初開催しました。
　環境衛生部会は「住みやすい環境でいきいきと
した地域づくり」をテーマとした、環境美化、花
いっぱい運動リサイクルを推進していきます。
　福祉部会は「誰ひとり孤立させない菁莪のまち」
を掲げ、課題は多いものの今年度はボランティアス
タッフのあり方について協議していきます。
　教育交流部会は「みんなで学び共に創る生きがいづく
り」を念頭に、青少年事業、高齢者の見分を高める事業、
地域交流事業など、従来どおりの幅広い活動を実施し、
パソコンの館としてパソコン講座は継続していきます。
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狩川まちづくりセンター
運営組織：風来風流の会

清川まちづくりセンター
運営組織：清川地区振興協議会

立谷沢まちづくりセンター
運営組織：清流の里立谷沢

事務局長　齋藤渉さん事務局長　小倉慶久さん事務局長　菅原一彰さん

イチオシ！事業イチオシ！事業イチオシ！事業

　少子高齢化が著しく、活気がな
くなりつつある昨今、賑わいづく
りの拠点として施設の活用を図っ
ていきたいと思います。今年度ミ
ニホールの音響設備も充実し、カ

フェ厨房やラウンジなどと併せ、使い方は無限
大？楽しい提案をお待ちしています。

　４月から指定管理者制度が導入
され、清川地区振興協議会が委託を
受けました。何もわからないところ
から、無我夢中で推進してきました。
今年は事業三部会のみなさまより多

大なる協力をいただきながら事業をこなすという現
状ですが、地域の人が主体的に参画、運営し、地域づ
くりの拠点としての役割を果たしていきたいです。

　「来てみたら立谷沢良い所です
ね」とよく言われますが、「今日
は立谷沢に行ってみよう」と思っ
てもらえるような仕組みづくり
と、地域の方たちが共助と結の精

神により、安心して楽しく暮らせる方策を考えて
いきます。

　昨年７月にリニューアルオープンした「立川複合拠
点施設」。１階ラウンジを有効活用した「からふる直売
所」の無料開放、カフェ厨房を活用した飲食物の提供な
ど、地域の賑わいづくりのために地域内外のみなさん
が出店しています。最近はおいしいもの目当てに出店
待ちする方が現れるなど、新たな賑わいがみられます。
カフェ厨房では同級会をする人もいて、安くて快適と
評判も上々。いろいろな使い方ができそうです。
　建物内部は「ちょっとおしゃれな庄内町の代官
山」と評する人もいる一方、外観はいかんせん元
の庁舎のままなので敷居が高いという方も。
　出店、営業スケジュールについてはHPなどで確
認できますので「庄内町の代官山」に一度足を運
んでみてはいかがですか？

おらほのおらほのおらほの

環境整備事業タチあべ カフェ厨房

　清川まつりを盛り上げるためのプレ企画「夏まつ
りIN清川」を企画しました。ビアガーデンと屋台、
こどもお楽しみコーナー、目玉企画の「プロジェク
ションマッピング」を見ながら飲食を楽しむ。普段
見かけない人も大勢集まり、109人もの人が夏の夜
を満喫しました。
　これまでの御殿林散策路整備に加え、きよかわ観
光ガイドの会の観光コースとなっている歴史的文
化遺産の環境保全活動を地区のみなさんにご協力
いただき、地域総ぐるみで実施。５月は39人、10月
は65人が参加し、散策しやすい環境を整えました。
　11月２日の防災運動会は、楽しみながら学び、災
害時に備えることを目的としており、老若男女問わ
ずに参加できる運動会です。

　「立谷沢さあべ「タチあべ」～ハマる！田んぼ
体験～」は、人口減少が続く立谷沢地区で交流人
口を増やすことなどを目的に、令和元年に地域お
こし協力隊と地域の有志が始めたもの。昨年から
立谷沢まちづくりセンターが中心となり、今年で
４回目となりました。立谷沢川流域の休耕田を活
用し、米づくりについて地域の方から学び休耕田
に入って田植え体験、泥んこになりながら田んぼ
でソリ引きレース、バレーボールなどを行うなど、
普段できない体験を味わっていただきました。ま
た立谷沢川流域産の３種類の米「つや姫」「雪若
丸」「ササニシキ」の銘柄当てなど、立谷沢産の
米の良さも併せてPRしました。

特集

　「地域運営組織」という
言葉を耳にしたことはある
でしょうか。
　少子高齢化による人口減
少は、日本にとって避ける
ことができない未来です。
成果がでるまでは大変な時
間を要しますが、それでも
人口減少対策を講じていく
ことが重要です。
　対策は、町民も議会も行
政も全町あげて取り組む必
要があります。７つの地域
運営組織は、地域ビジョン
を策定し、それぞれが目指
すべき将来像を描きました。
工夫を重ね、新たな取り組
みに一生懸命挑戦していま
す。今までと同じではない
ので、かなりのエネルギー
が必要です。
　町民一人ひとりが自分事
として「自分には何ができ
るか」という意識で、参加
することが求められていま
す。自分たちの地域をみん
なで守り、育てていきまし
ょう。

　
9
月
21
日
、
町
内
の
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
ら
55
人
が

役
場
に
集
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

地
域
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

を
対
象
に
、
よ
り
詳
し
く
地
域
活

動
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
、
お
互
い
の
連
携
、
協
力
関
係

の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
の
代
表
に
よ
り
、
7
分
間
の
持

ち
時
間
で
、
各
々
の
イ
チ
オ
シ
事

業
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
力
を
入
れ
た
り
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
活
動
し
て
い
る
事
例
が

発
表
さ
れ
、
そ
の
熱
い
思
い
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

活
動
が
刺
激
と
な
り
、
改
め
て
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　
事
例
発
表
の
後
は
、
川
北
秀
人

氏
（
I
I
H
O
E
人
と
組
織
と
地

球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
代
表
）

を
講
師
に
招
き
、
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
化
に
備
え
た
地
域
づ
く
り

の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
川
北
さ
ん
は
「
主

力
と
し
て
地
域
づ
く
り
を
支
え
る

年
齢
層
は
減
少
し
続
け
る
の
に
対

し
、
お
世
話
さ
れ
る
側
に
回
る
85

歳
以
上
は
ま
だ
ま
だ
増
え
続
け
る
。

地
域
づ
く
り
の
主
役
の
担
い
手
と

な
る
年
齢
層
の
負
担
を
、
今
か
ら

減
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
地
域
活
動
を
担
う
み
な
さ

ん
に
対
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
ま

し
た
。

「
お
ら
ほ
の
イ
チ
オ
シ
！
」

　
地
域
づ
く
り
事
業

　
事
例
発
表
会

町民一人ひとり
が参加を
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